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日本の古辞世はおよそ韻書、字也、類むに分
類されてい
ろが、
これらは和名紗にしても色葉字類抄にしても、漢文あるいは変体淡文を読解•著述すろ必要から生まれてきたものであり、漢字との関係において成り立っている。しかし漢字との関わ
りを陪れ
た
和語 辞困が無 訳ではない
。歌語辞むがそれである。ところが
和歌という閉鎖的ー文芸の中で
のみ用いられた特殊な語棠・用法
についてであるというこ
とで、従来注目されることが少なかった。
確か
に歌語辞0は和歌
の世界から全く難れてしまうことはできな
いし、仮名掛きの 話 注解であるから、当時の人がよく理解していた日常語は取り上げられるはずがないという限界はあるが、和文によろ
和語の解釈という
辞笞の形態の点、過去において日常
生活に大きなウェイトを占め いて、敗文
語や口頭話とも国大な
交流のあろ和歌
の用
話に対する―つの手がかりである点から、研
究の価値が と考えられる。
本稿では、歌語辞害として八誤御抄を取り上げ、特にその中の
「由諸言」について、先行困との影響関係、歌学辞柑
の系甜におけろ位置等の基礎的
m
項を検討する。八雲御抄及び他
注
の歌学困類のテキストは特に断わらない限り、へ歌学大系本を使用する
。
猶、歌語辞宙の定義もいまだ不鮮明であるが、とりあえず和歌
7 
をテーマとする宙物の中で何らかの方法でことばを集め、注釈し
―3 
たものとする。あえて
歌語を染め、釈袈を加えたものとしないの
一
は、和歌に使用しない
語も混入している例が見られるからである。
この場合の「歌語」は、和歌に用いられろことば全般（今日でいう語の範日を越えた、和歌的表現といえるものまで含む）という意味となろう。
・11
項飽院の手に成る改学困八雲御抄は、古代歌学の渠大成と言わ
れているが、歌語辞宙としても従来 歌話辞笞を集大成
したもの
\J
と認めること できる。全六
巻のうち巻三から巻五
までが歌語
に
信葉部は
クイプ
oo
する部分で、異なる四型の辞祖を形成している。
意義分類により歌話
を広く類染して適宜付注
し
たも
の
心匂四言話部
の成立
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志
保
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喜
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一・通用 名 言 」
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’ 
約 詔 抄
← 
和歌蛮製抄
誓ふ— ふ贔 芭抄
俊 頴 髄 脳
II 
は歌語を慟きによって大きく三分割していて、巻五名所部は主に和歌に現われる 名 所 を 整 理 、
適 宜 解 説 し た も の で あ ろ 。 言 語 部 は
世 俗 言 ・ 由 緒 言 ・ 料 簡 言 に 分 か れ て い て 、 世 俗 宮 ・ 由 緒 言 は歌語を順不同で雑列し 、 そ の 下 に 濡 味 ・ 用 法 · 用 例 を 示 す 形 で あ り 、料 簡 言 は 一 首 の 和 改 全 体 の 中 で の歌語の働きを示す 意 図 が あ り 、形 と し て は 難歌解釈の過程 で歌語にも言及 す る 体 裁 に な っ て い る 。世 俗 言 ・ 由 緒 言 は 一 般歌語を取り扱 う 点 に お い て 枝 菜 部 と 一 致 し． て い る が 、 枝菜部のような意義分類 体 に よ る 制 約 に と ら わ れ な い
表 一
, 
．． ＇l
'
ー ・
し，
1 ． 9 1 , , ． , ' 1
多 彩 な恕 語 を 包 含 ー し 、 そ の 為 に 配 列 が 考 慮 さ れ で ， 5 5いー の ， で ー あ ー つ ー
\＼ll— , '
1 1 ど '|lー 1
て 、
後の色菜和難抄のようにイ
0
バ 順 に す べ ， 引 も の で ● あ る 。
この
， 
クイプ
八 雲 御 抄 の歌語辞宙四型を 仮 に 名 づ lti る と
ー
ヽ ， ー 意 義 分 類 型 （ 枝菜
部）I歌語縫列型（ 世 俗 言 ・ 由 緒 言 ）
m
難歌解釈型（料 商 言 ） N
歌枕辞典型（ 名 所 部 ） と す る こ と が で き
る。
こ の 四 型 の 、 八 霙 御
抄に至るまでの系諮を、歌語について苫久している主な歌学宙についてまと め ろ と 表 一 の よ う に な る 。
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m
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表
表
形態上はこの表の如くであるが、内容的にはそう単純にはいか
•
ないのが八裳御抄である。問図の世俗言
・ 由 緒 言 に つ い て も 、 一
見しただけで注文が長く、一一部に分けてある処が従来の歌語羅列型と異なっている。二部分割の意図は後
述 す る こ と
にし
て 、 兎 に 角
世俗言・由緒言を一括して先行歌学害との内容上の影嘔関係を検
疇
討することにする。
6 
注
世俗言21語、由紹
切語を表一に挙げた先行歌学宙の中に捜し
．てみて、その語句が取り上げられている数を型別に示すと表二のようになる。
（ここでOO係があるのは歌語稚列型と難歌解釈型の
み
。
八 冥 御 抄 以 前 の 意 義 分 類 型
で
は歌語にほとんど注が付いてい
ない。）数字岱屈面割醤倒骰‘
〖町的町制5釦和5和釦炉
ヽ
1
,．，1‘
、,．
、ー
ほぼ一致す
る
ものの数、
示
段は注翻研完全にー一致するが、両者に
明らかな関係が認められるものの数である。
134 
135 
136 
137 
138 
139 
140 
141 
142 
143 
144 
＊呼称が煩姓になるため、歌語鑓列の場合はその部分の
名称で、雖歌解釈型の場合はその祖物全体の名称で示し た 。 堂 蒙 抄 は 和 歌 堂 蒙 抄 の 略 で あ る 。 以 下 同 様 で あろ
。
この表によると
、 世 俗 言 ・ 由 緒 宮 は 自 ら と 同 型 の 歌 語 羅 列 型 の
みでなく、難歌解釈型をも多く
参照しているのが明らかである。
注
a
歌 話 紐 列 型 の 中 で は 、
能 因 歌 枕 を 除 い た 三 辞 相 が 密 接 9 OO
係 を 持 っ て い て 、 は 俗 2 、 由 緒 口 と の 共 通 語 句 が 多 く 団 な り 合 う 。
一， 3 
このうち世俗言·由緒宮が特に参照しているのは由緒詞であ
る 。
一
その理由とし
て、由緒詞は注文の一致度が高いこと、由紹詞と
l
致せず、古歌詞や通用名言のみと一致するのは「こヽら」一例だけであること、
そ し て世俗言の一部に由緒詞と 顛 序 が 対 応 す る 部
分があることが挙げられる。世俗言と由紹詞の順序の一致は、世
ー 俗 言 に 通 し 番 号ーを付けろ d田ー 166 呑 の 箇 所 に 由右れれ る 。
綺語抄お・
19 . o
奥 義 抄 39 . 35 . o袖中抄況・
22.
o
俊 顆 髄 脳況
• 32 . 7
窟蒙抄35
．訂
．
o
和歌色葉47.39.o
少 し 乱 れ た 箇 所 も あ る が 、 対 応 関 係 は 明 ら
かであ
ろ 。 世 俗 言 で は
こ の 部 分 を 悦 に 、 編 話 態 度
が異なっている
。 133 番 以 前 で は 、 一 致
語数が由緒詞58語、難歌解釈型
（六 宙 の 異 な り 語 数 ） 55 語 、
131s
166 番 で は 由 緒 詞 32 語 、 難 歌 解 釈 型 7 語 、 167 番 以 降 で は 由 絡 詞 l 語 、難 歌 解 釈 型 13 語 と な っ て い ろ 。 133 番 以 前 で は 由 緒 詞 に 難 歌 解 釈 型を 適 当 に 加 え な が ら 緬 慕 し 、 134 S 166 番 で は そ れ ま で の 取 り 残 し を・ 一 気 に 由 緒 詞 か ら 取 り 入 れ 、 167 番 以 降 に な る と 最 早 由 緒 詞 は 見 ず 、難 歌 解 釈 型 の 参 照 も 少 し だ け 、 あ と は 編 者 独 自 の 考 え で 語 句 を 集
a 
めていろということが見てとれる。
属ほ渭噂
9
では
g
町 圏 の 国 殴 蔽 羹 が 注 目 さ れ
る。というのも、これらは注文中にその名炉別がるが‘らである
。
世 俗 語
俊 頓 · 俊 頼 説 ・ 俊 頼 抄 ・ 俊 頼 口 伝 5
簡 兼 説 4
由 緒 言 俊 顆 ・ 俊 頼 抄 12 清 輔 抄 6
こ れ が 注 文 中 に 現 わ れ る 三 苫 の 様 子 で 、
消 輔 抄 4
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「俊穎」の名の付くもの
範 兼 説 1
89 
145 
146 
147 
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149 
150 
15:i: 
152 
153 
154 
沼 輔 ・ 消 輔 説 ・ ヽ 93 155
92 156 
95 157 
101 158 
注
は す ぺ て 俊 頓 髄 脳 を 指 し 、 「 範 兼 説 」 は
世俗呂・由緒言にお
いては窟家抄を指すことは、注釈の内容が高度に一致する処からは っ き り し て い る 。 「 消 輔 」 の 場 合 、 奥 義 抄 と 和 歌 初 学 抄 と 両 方を指し、特に呼称によって区別はしていない。
世 俗 語
す さ む 許 容 也 。 只 の 詞 に は 不 ＿ 許 容 一 を す さ む といふ。消椛
抄 。
由 緒 詞世 俗 言
一
奥 義 抄 ・ 閥 廿 一
不 許 容 ヲ ス サ ム ト イ フ 云 何 ゜身 に い た づ き
いたづがはしき也。焚字也。
． ． ． 
符
輔抄 に も 釈 ＞ 之 。
。4 
…文集 云 、 統 綾 念 女 エ 之 月 役 、 困 ｀ こ れ ら
二
の 字 を も い た づ き と 読 り 。 ； ・ い た づ き は 煩 也 。
一
煩 は 悩 也 、 苦 也 。
こ の 三 計 の 中 で 最 も 重 視 さ れ て い る の ば憤国は遺て ぁ る 。 他 二
田 に 比 較 し て 分 駄 も 少 な い 俊 頼 髄 脳 な が ら 、 共 通 語 数 、 典 拠 注 記数は多く、また俊頼髄脳で言及されて
い る 歌 語 に し て 、 他 歌 学 密
の 説 明 の 方 が 優 先 さ れ
て い る 例 は 一 例 も な い の で め る 。
由 紹 写
0
月 の ね ず み 是 は 経 文 也 。 世 閥 の 無 常 を い ふ に 、 た
と へ ば 人 広 野 を 行 に 、 虎 来 て く は ん と す れ ば 、 此 人 に げて 走 。 野 中 に 井 の あ る に 、 走 入 て 見 か く る 。 底 へ い ら じと 草 を ひ か へ て 底 を み れ ば 、 わ に と 云 物 、 上 に あ ろ 虎 に
す さ む
許 容 也 。 但 人 ） 呼 巾 ノ コ ト グ サ ニ ハ ア ラ ． ス 。
窟煤抄（獣部・凪）
屈義述義記下巻云、
たと
へ
ばひとのつ
みを王にうるなり。その人迅れ去ろ。王酔象をして
おは
しむ
。
おそれ急にして自枯井に投ず。
…下に悪龍
あり
て
甜を吐きてこれ 向ふ。
．．．．．． 
この例では俊顆髄脳と奥篠抄が同説、窪改抄が典説なのに対し、由緒g比傑頼髄脳1奥袈抄説のガ、iそれd明り ．IC．俊穀団脳の方到屑我面
明に
しで眈用�対ーいJ烈3がわ
かるだろ
う。
典処注記の見えない三祖については、世俗宮・由緒言との関係
浪こゆるすゑの松
契追事也。在沼輔抄。有因縁。
たとへば
（女の）有他心
m
也。君をお
きてあだ
し‘心でと、古今
によめろ也。
奥義抄（古今百十四）
むかし男、
女に
末の松山をさして、
彼山に波のこえむ時ぞわすろぺきと契りけるがほどなく
由緒詞
もおとらずおそろしきかたらに
て、おら入らんをまちゐ
たり
。
．．．．．． 
俊頼髄脳
これはtltのはかなきたとひにて経文にある事とぞ
承る。例へば
人あり
てはるか
なる荒野をゆくに、虎とい
ふけだ
ものヽ俄に来たり
て其人を食らはむとす。にげて
走る程に、野の中に古き井のやうなる
穴
に走り入
りて、
穴のなからば
かりにある
草を控へ みれば
穴のそこにわ
にといへるものヽ大きなる口をあきて落入ばくはむと忠ひて待ちゐたり
。目のおほきな
るこ
と、かなまりの如し
q
.• 
奥袈抄（古歌四十七）
それは楼炭経文也。世中のたとへに
虎におは
れて
にぐるに大きな
る穴におらい
りぬ。穴のな
かほど く
さの
わづか
にあるに
おちか
ヽりて
とりすがり
て見
れば、
こ
にわにとい
ふものヽ
まらうけて、おらばくら
はむ
とするあ
ひだに……
が既に明らかになった歌学書と璽複しない共通語句を発見することが繋がりを証明すろ決め手になる。
和歌色業は表一で見られるように全体の構造面でも八塁御抄と
似ているように見え、
「通用名言」「難歌解釈」にお
いても世俗
言・由緒言との共通語句が多数存していて、表面的には八雲御抄と近似しているが、
これは八裳御
抄が和歌色菜を尊成して揆倣し
た為ではないと判断される。何故なら第一に
、和歌色菜と他歌学
告の説が異なろ場合、和歌色菜と他歌
学也の説が異なろ場合、和
歌色葉 の方が採用されている例は
i例もない。また
世俗言
やヽ
ゃう／ヽ也。
古歌詞
やヽ
微也。やう／＼也。
由緒詞
やA
漸也。ャウ／＼也。
通用名詞
やヽ
は微也。漸
のように、古歌詞と由緒詞から通用名 が、古歌詞か由緒詞から一世俗宮が引用している様子がはっきり表われている例もあろ。和歌色菓が世俗言・由紹言と一致すろのは、和歌色策が由緒 や奥義抄等を丸写ししている場合である。
-41-
忘れにけ
る
より、人の心かはるをば浪こゆると云ふ
也9:
和歌色葉（古今五十六）末の松山波こゆと云ふことは、昔
男ありけり
。女に末の松山をさして、かの山に波の え
む時ぞ忘るぺきとちぎりけるが、程もなくわすれけるより、人の心のかはるをば浪こゆと云ふ也。
和歌色葉が主資料とした歌学困と八槃御抄のそれとが共通していることが、和歌色葉と八雲御抄の表面的類似
理由となっている。
もっとも和歌色菜が世俗言・由緒言と単独一致する例が無い訳ではない
。「こAら」「いづさいるさ」の一一例がそうである。しか
し「こAら」は八代集に十例の使用例があり、散文での使用も盛んで解釈に困難を感じる程珍しい語ではないと思われるし、「いづさいるさ」もこ 語の使用 堂梨抄と料簡言に見られるので頃街院が注目す 歌の歌梧であり、難語とも思われない。この二例は偶然の一致と考えたいところであ 。．綺語抄と神中抄 、世俗言・由緒宮の語釈との相遠率がそれぞれ29%、23％と高く、単独 一 致 するも
のと
いっては
世俗言おほのびに万詞也。ゆたかに
しづか也といふ
心也。
．
故人説
。
一袖中｀い
。
或書云 、 お ほのびにとはゆたかに也し
づかな
のように他歌担の引用と重なる例だけであ
る。ちなみにこの「故
人説」の正体は不明である。「故人説」は枇俗酋·由緒言にもう
納→
宮公．，．． 
奥由綺世
歌任説
姦緒語俗枕←
抄言抄言
L— 
と基
＾ へ も＾ tこ -,い俊
古にしひ人ゞう歌う説
今そぢて詞同ら論の1
＼七ののく シ 事ぷ訊は
i十数はる 也れ←現俊
；二をししう ゜ の在成
ツかがげら：公こは説
I ききなぷ 任と敗 ． 
． ；して るれ 卿と伏俊i嘉見昆〗 て ほ磨と骨
はねまを四 ‘れし2
9 協厄閃i‘ 臭 墨を[I i ぽ霜 ゜ 誓 存 因；也ら歌なる
如 ゜ て枕 るが
彼
‘
云也
歌し
‘ °
論ぢも草
謹の の木
ばうおも
由緒言ill俗言
隆1
一例見られるが、そこでは窟改抄を指している。袖中抄は歌語解説では当時の最高水準であり、 世俗言・由緒言の淳頂する俊頼髄脳と立場が近いので、これ
を参照すれば大きな影墟を受けないは
ずが
ないのに、こう
いう状態であるのは、袖中抄は参照されなか
ったのであろう。綺語抄は八雲御抄巻一に五家閥脳の一としてその名が挙げられ
ているので知らないはずはないのだが不思議であ
る。結局、典拠注記されていない三歌学苔は、語釈 内容から見ても、その影湿を指摘することはでき
ないということである。
表一に挙げた歌語関係の歌学世とのOOわりは以上だ 、その他
の典拠注記があ 。
公任説・公任卿説3
「四條大
2 
基俊判1俊成1定家2 家
―
4 
むかしあやにくなる女をよばム男ありけり。…しち
一汀且[[〗〗
11り；
ふし
たら
む時
了世俗言たまゆらしばし也。公任卿説也。
由紹詞
たまゆらしばし也。
「うらぷれ」での「公任卿」は四條大納宮歌枕であると言えるし、「しぢのはしがき」 場合は孫引きかもしれないが、
「た
まゆら」
では、由緒詞の編者は消輔なのだから、由緒詞の元になった公任の若宙の方を直接引いてきたことを示している。
・「基俊」の楊合は俊顆と並ぶ有力歌人ではあるが、歌語関係の
著宙は無いの 、もっばら
歌合の判が参照されている
ことと思わ
れる。「俊成」
は歌
合の
判
の他に
、古来風妹抄に歌語への
苫及が数ケ所存し、世俗g1語、由緒言3語で
参照されている。
由桔言かはやしろ夏の神楽也。俊成説有。滝河上にて
すといへり。夏川の上にてする也。
俊頼髄脳〔河社しの
に折りはへ干す衣い
かに干せばか七日
モざらむ〕おしはかりに人の申すは、水の上
に神の社をいはひて
夏はかぐらするなり。されば河社とは河の上
にある社
といふなりといへ ・・・すゑに神楽 よしもいはず、まことに社なめりとみろことばも脆えず、思ひもかけね衣をほして久 くひぬよしをなげきたり。
にはいかにもかなはず。
奥義抄問十六是夏神楽のこと也。・・・河の瀬にさかき四本
を立て、それをはしらにて、しの竹をたなにかきそれに神供をばそふ。この作法夏神楽譜に見え り。
古来風眸抄上・・・しの
にを
りはへの歌は夏神楽とさして言
薬にはいださゞれども、
かの屏風のゑに河社にて神楽
したるありさまかきたりけむをよみて侍りけるなるペし。…ほすころもとよめるは
まことの衣にはあらず9
この例のように、俊頼髄脳、奥義抄、煎梨抄等で既に論議されている歌語について、さらに古来屈鉢抄の説で補正する形である
。
「定家」「家隆」は歌合での窓見を考慮したものであろ。
由緒召みがくれて如万菜ば、
水図也
。寄水可詠存之。
而近曾歌合、或欧人、無＞何み
がくれ
てと
詠。歌合座に
て予水離、兄がくれ如何 述万菜本意之由町出。定家、家陸共、俊顆がたま しのは
にみがくれてと証歌を申
゜
其上は予不及開子細。但 彼作者 そこをおもひてよ
むほどの人にもなかり
き。両人が出二証数事はゆゞし
けれど、此条猶如何。近日歌人は皆基俊申流也。伺忘二先師一哉。奈良花林院歌合といふ物を、 判時、代二教絃一俊較詠歌日、雪ふれば刊策の山もみがくれてときはの名をや さはおとさんといへるを、基俊云、「みがくれてとは、水にかくれてと云也。万菜には水団と
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ぞかける。しか
れば波のした草かはづなどぞみがくれ
てとは
よめろ。山をみがくれてとよめろは未二曾闘＿」
といふ。俊穎へらぬよしに又詠欺。猶可＞為＞雄。其上基俊流の人不＞可存＞之。
建保五年十一月四日歌合
十六番右権中納酋藤原忠信
〔しめし野の霰 玉にみがくれてうすみとりなる冬の
下草〕．
右のみがくれて、水のあたりにやなぺていひならはしたる申人々侍しかど 俊頼朝臣たまくしのはにみがくれてもずの草ぐきめちならずともと申歌侍るよし申出し
侍
。
（定家加判）
由緒詞みがくる水穏也。
このように、「基俊」以下の預料は主に歌合の判であって、前掲歌学也類を主資料にして取り上げた歌語の注釈の為の補助資料として用いられて
いろ。従って形には出さずとも、他の多くの歌合
も参照されていろだろうこ
とは想像に難くない。
それにしても「みがくれて」の注文を長々と引用したが、この
．条には順術院の歌語解釈に対する姿勢が窺われ
て興味深い。天皇
に対しても定家・家隆と う歌近の専門家の権威は絶対であり、天皇自身は独自の強い意見は持ちかねるが、「家」に囚われる必要のない立湯上、比較的客観的に情勢を眺めて 古い用例に甚づ、,”る＂限を支寺して、、ろ
。
この態度が敗学の巣大成としての八霞
御抄を生む根幹になっていると頷かれるのである。八巽御抄は注釈態度に
OOしても、長文にわたって引用しながらほとんど典拠を
記さぬ和歌色狡や厳格な引用・批評態度を示す袖中抄とは異なり、あまり問国のない由姥詞の語句 どは典児注記なしで引き写し、問図点のあろ難歌語の注釈に当ってはその説の出所を明示するいう風で るが、これも当時の極めて一般的な態度である。ただし、袖中抄を見ていな
いらしいことは、やは
り当閃有勢だった御
子左家寄りと苫えるか。
さてこれまでの世俗言・由緒言への彩視
oo
係を、再度世俗言·
由緒苫別々に数値的に整理すろと、歌語羅列型 紹 との 致
8 n32 
が枇俗含の
g%
、そのうち注文の字句まで完全に一致するのが
％、由緒言では一致邸％、完全一致口％である。難歌昭釈型三古との一致 世 言25%、由緒苫53％となる。塑の間で 部重複あり。）
（由緒詞と難吹解釈
今まで世俗召と由絣宮との相迫については触れなかったが、こ
の
先行歌学国の受け入れ万の相述
に
依
って、
ー頃層Iti119
I
t巾はD5叫固引出釦釦釦釦55い釦中核となって
、
難歌解
．
釈型三むで補強され いる
のに対し、由紹苫は歌語雑列型にはあ一
•まり目を向けず
、主に無歌解釈型の内容を移入しているのである。
難歌解釈型とは名づけたが、俊穎岡脳、奥義抄「釈」などは歌語辟Bとしての特徴 持っておらず、t.t泊凍ゆげ炸的詢諒印罰収
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（岩崎氏論文の表11と表12より）
由緒詞 由緒詞
に一致 に対す
す
る
語数
る
割合
万菜集 102 臼 65.4 ％ 
古今集 78 50,0 
前り 二術中の異な 126 80.8 語
後択染 48 30.8 
伊勢物語（
歌
） 24 15.4 
前り語四困中
の異な 133 85.3 
新異
古
な
今り集
語
までの 151 96.8 
古事記 ， 5.8 
日本由紀 10 6.4 
源氏物語 77 49.3 
蜻蛉日記 36 23.l
和泉式部日記 13 8.3 
紫式部日記 18 11.s 
更級日記 ， 5.8 
前り五語3中の異な 糾 53.8 
一部掲げさせていただいたのが汲四である。
衰四
し、
その由来
を述ぺたものである。即ち難歌解釈型の内容の特
徴
を歌話に即して述ぺるならば
、特定の古歌、由緒を有する歌匝の
説明、古来問題とされてい
る難歌語の
解釈ということであり、古
歌 への理解を深 めるとともに
、本歌取り
の紫材捉供の為のものと
言える。これがその
まま由緒詞
の特徴となっ
てい
る
のである。守
りつむ」「月のねずみ」のような、一単語でなく‘ーつの寓話を象徴することばが
取り上げられている
のはこ
の窓味におい
てで
あ
る。また
歌語紐列型から取り入れた少数の歌話も「みつ
わさす」
と い っ
た難語、あるいは「すが
のね
J
のような枕詞であって、和
歌独得の表現を表わす歌語を集めて解説するという意図が明俯である。由緒言は、由緒・故事を象徴すろ、あるいは和歌独得の用語法に関わる表現
を歌語の形
で取り出し、解説した辞苔、即ち和
歌だけの特徴的なことば いう狭義の歌語の辞宙と規定できる。
•
• 
＇ 
こう
い う辞書 編 纂の試みは
以前
には無かった も
ので»袖中抄がいくらか
この
性質を 持 っ て いる
が、歌語自体より用例のある和歌の方に頂点
があろのでや
はり由桔言の意義が大きい。糾 者 頑 徊 院としては敢
学上の問題と思わ
れること
を辞
書の形で簡潔に
わかりやすくまと
めてみた
にすぎなかろ
うが、結果的に和歌鑑宜時にも
詠歌時に
も
有用な辞困となっ
ていろ
。
一方世俗苫においては、•その主資料たる和歌初学抄「由緒詞」
の
性
質が問凶であ
る。
な韮詞に
つい
ては
共
紺淵
匡
氏の「
和
•、
歌初学抄由＾柘詞＞における語棠」という論文があ
り、それに
よ
ると由柘詞は「いわゆる『 柘』の意 故
m
．来歴のあろ語とは
いえない」もので「主として俊拾逍
染頃までに用いら
れてい た 梧
を対象に『和歌初学抄』の茄
匂庖に
とっては一般的でな
いが、歌
に用いるぺき語として沼輔が 忍
描していたもの」と規定されてい
る。その結論に至
るための表も
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表 五
.
t 
世俗言と一 世俗言に対
致する語数 すろ割合
万菜集 112 5 1. 9 
古今集 81 37.5 
前二告中の異なり語 148 68.5 
後撰集 54 25.0 
拾逍集 50 23.1 
前四宙中の異なり語 164 75.9 
新
り
古
語
今集までの拠な 170 78.7 
私古な今
家
り 築集
語
類
時
代
を
注含まで
め
(+のた-新異) 181 83.8 
古事記・日本也紀 68(62) 31.5(28.7) 
源氏物語 106(88) 49.1(40.7) 
前二術巣と新古今な
まで 211 97.7 ーの歌 中の異 り語
伊勢物語 28(14) 13.0(6.5) 
蜻蛉日記 39(25) 18,1(11.6) 
；更級日記 12(11) 5.6(5.1) 
i 頃J五街中の異なり語 139(115) 64 .4(53.2) 
この表によると由緒詞は万策・古今の語が中心であろが、新古今巣まで 歌集類を合わせ探 索 し て も （ 初 学 抄 以 前なら千載集までだが）、
猶和歌での用例が見当らない話が少数ながら存在する上、
和歌だけでなく散文にも使用されている語が多いことが見てとれる。また 語というものは「古き詞のやさしから む を 選 び てなびやかにつ ゞ く ぺ き 」 （ 初 学 抄 ）な
のに比較的新しい歌語もあり、
「ぺら」なる語まで入っている。同じ消輔著の奥義抄には 「 か も 、ら し 、 ぺ らなどふるきことつねに よ むまじ」
と述ぺているにもか
かわらずである。由緒詞は和歌特有語 しての歌語に限らないば
※骰 文 作 品のカッコ内の数は地文
での使用語数。
かりか、著者自 身 が
和歌に用いるに
ふさわしいと考えている歌語
の枠をも一歩 踏 み 出 し て いるのである。ここでは 消 輔の意図は問わない。それ
より「ぺら」は世俗言にも採用されて いることを考
えよう。
由緒詞151語の
うち世俗言で採用されているのは95語．61
％に上り、残り59語も36語までが枝巣部に採ら れ て いるところを見ると、由緒詞のこの性質は確実に世俗営も継承していると思われる。世俗言についても 表 五 に 倣 っ て 表 を 作 っ て み
ると次のよう
になる。
※万葉集との一致語については、
「しげ ぬ く 」のように現在の詠みとは異なっているが、当時詠み
と推定されるものも含めて
いる
。
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あらましき
由緒詞に比ぺ、世俗言ではさらに古い歌集に使用されている語の率は下がり
、散文使用率だけは同じなのが目につく。世俗言は、
由緒詞の、詠む ふ
さわしい歌
語に限らず、散文にも使用する語、
歌語として のない語も集めるという傾向をさらに進めたものといえよう。そして注目すべきは、歌集類だけでは釦％だった
7 
一致率が記紀、源氏物語の語を加えると1％までに上がるという
，
ことである。これ
は和歌の用語の他に、記紀や源氏物語だけに使Q} 
用されている語 3％も含まれていると うこ を意味する。記
ー
紀用語
「わざ
をぎ」「あだなふ」等は、世俗言1951213番の間に集
中して屈
かれているし、源氏物語用語も
あらきせ。源氏
に、川風のいとあらま
しきにと
いへり。
のように用例が源氏物 にあることを
明示することがあり、その
収録が極めて意図的である。
ではこ
の記紀・瀕氏用語の歌学祖の中での苔及はどの先行匂の
影嬰であろうか。記紀・源氏
のみの用語30話を先行歌学困の中に
披してみると、発見できるのは
「ひなびたる」ー語だけである。
これも童蒙抄の中
で「ひな」なる古今歌語の説明のついでに一言
触れているだけな で 遇然の一致 可能性が高い。要す に、
,1j,‘ 
.. 1,•,1'
,． 
ー
和歌には用 られる記紀や源氏物語用語を取り上げることは先行也の行なわ
なかった事で、八要御抄の独創なのである。
では世俗言はどういうつもりで記紀・源氏用語という散文用語
を取り上げたのであろうか。源氏用語の「あえかに」など和歌には使用でき
ないことははっきりしている。古今集の詞書に見え、
和歌の用例は無い話
「あが
たみ」を注するに当り、世俗宮は
「常
歌詞にあらざれども
注之」と断わっていろ。ということは一応歌
語を取
り上げるという姿勢はある、
しかし同時に
「常歌詞」でな
いことばも場合によっ
ては取り上げる姿勢もあるということを意
味する。そしてその場合
というのは、詞むのように、
あるいは源
氏物語のように和 の理解に重要な意味を持つ、和歌文学の周辺に位臨するものの場合
であろう。源氏物諾が歌詠みの必読作品で
あることは常識であった
し、また八雲御抄の巻六用意部に
凡歌のしさいをふか
く知らんには万葉染に過たる物あるぺか
らず。歌のやうを広く心えんには古今第一也。詞につきて不審をひ くかた
には姫氏物語にすぎたる
はなし。
とあるのが
その閻の事梢を物語っていろ。記紀の語も日本紀怠哀
和改のように、由緒ある古語
として和歌に詠まれる将来性も含ん
でいて、古語としての価値において
歌語に近い位図にある。源氏
語も記紀用語も歌語と同格で とし 取り上げた訳ではない。
結局、盃世俗言は現在又は将来和改に詠み込むにふさわしいと考ー
lぇられる歌語だけに限定せず、散文にも用いる普通の語を広く集
、め、
和歌文学の迎解に重要な意味を持つ散文作品の語（師氏物語、
-記紀）をも独自の立場で加え、解釈した辞也と言うことができる。
世俗言の名は、和歌独得ということにこだ
わらず、間接的にしか
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八雲御抄は、順街院佐渡遷流前の初稿本と遷流後の梢選本
とに大別されろが、歌学大系本は精選本系統である。久曾神昇「校本八雲御抄とその研究」、日 歌学大系別巻三「八雲御抄」解題参照。
注⇔
袖中抄は歌語を羅列・説明する形ではあるが、そ 説明は
難歌解釈を行ないながら
の詳細なもので、むしろ難歌解釈型
に近く、本稿では以後都合上難歌解釈型に含めて取り扱う。
注⇔
玄党本にさらに三語加わっている
が、そ
のうち二語は軍複、
，一
語は「あをたる」という用例未見の語である。
注四
松井本・幽斎 では「かつみ」という用例未見の語が加わ
り88語になろ。
注⇔ 和歌とOO係しない散文語をも
広く集めたと
いうことに依るもので、
由緒言と対照されるものである。これ
は結果的に世俗営が古語辞
査の性格を有すろに到っているという とでもある。
猶、世俗言と由緒言は区別がつきに
くい点もあって、世俗言の
方に「ひともとゆゑ」 いう特定の古歌を背景
に持つことばが入
っていたり、由緒言の万に由緒詞にも載っている「こづみ」という酋通の歌語が入って．いたり る混乱が一部ある。言語部の初めに「此二詞互入乱、後日可なi―別之＿」とあるのは順毎院自身の書き入れであろう。世俗言・由緒言は最終的な完成には至っていない辞苔なの る。
（昭和五十八年一二月大学院修了
注⑮
能因歌枕は広本と略本とがあ
るが、ここでは広本の方を用
いている。しかし現存テキストは原形とかなり異なるようなので、詳しい検討は行なわなかった。
注的
古歌詞75語、由緒詞156語、通用名言153語の
うち、古歌詞と
由紹詞が73語 由緒詞と通用名言が100語の共通語を持つ。
注紛
この部分は諸本で順序の相述はなく、ただ初稿本 みは応
ふ166番が欠けていて、精選本の段階で前の部分に習ってつけ加えられたと考えられる。
注紗
名所部においては「範兼説」が窟紫抄を、
「詭兼抄」が五
代集歌枕を指している。
注⑲
能因歌枕でもそうであるように、古代においては「歌枕」
は名所というより一般歌語の注釈書であったらしい 中烏光風『上代歌学の研究』「政枕原義考証」参照。
注e
学術研究一五昭和41年
注〇表四での新古今集までの異なり語には、勅撰集以外ではど
のよ
うな歌集が調査されたのかわからないので、表五では万
菓渠と八代集の異なり語と、それに八雲御抄巻一に見えろ歌集類を加えたもの
とに分けた。巻
一には古今和歌六帖、和淡
朗詠 、続詞花渠、新撰万菜等十二の歌集類（現存するものの数）の名が挙がっている。
ト
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